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2017 年 2 月 17 日に東京ビッグサイトで開催された第

15 回ナノテクノロジー総合シンポジウムにおいて、文部

科学省ナノテクノロジープラットフォーム平成 28 年度秀

でた利用 6 大成果の授賞式がありました。今年度は全国の

1,100 を超える候補者の中から、筆者らの成果は 6 大成果

に採択された上、さらにその 6 大成果の中から最優秀賞に

選ばれました。受賞業績は「超高効率水素製造光触媒を実

現した新奇薄膜構造の発見とその構造解析」です。図 1 の

表彰文によると、ナノプラットフォームのユーザー機関と

実施機関との連携によるナノテクノロジーを駆使したイノ

ベーションに繋がる成果に表彰される賞であります。この

ような栄えある賞をいただくことは、大変名誉なことであ

り、共同研究者の先生方、そして山本剛久先生をはじめと

する名古屋大学のナノテクノロジープラットフォームの

方々に、この場を借りてお礼を申し上げます。 

受賞にあたった水分解光触媒は酸化物半導体を水の中に

入れ、バンドギャップ以上の光を照射すると水素と酸素を

発生する化学反応を示す材料で、1970 年代に本多先生、

藤嶋先生によって発見されました 1。水素は環境に優しい

サステーナブルなエネルギー源として注目されており、効

率よく製造するためのプロセスの 1 つとして水分解光触媒

の研究が盛んに行われています。筆者らが“水分解光電極”

の研究を開始したのは、今回の受賞に当たった研究を主に

行ってきた川崎氏(現在、ローレンスバークレー研究所、

博士研究員)が東京理科大学理学部工藤研究室より卒論生

として我々の研究室に参加した 2010 年にさかのぼります。

工藤研究室では、多結晶性の粉末サンプルを利用し、新し

い可視光応答光触媒材料や助触媒材料の探索を進めていま

す 2。光触媒試料を単結晶性のエピタキシャル薄膜で作製

することによって、試料表面を原子レベルで規定すること

ができる、電圧を試料に有効的に印加することが可能にな

る、電荷分離したホールと電子の再結合を抑制できるなど

様々なメリットが得られます。筆者らが有する酸化物ベー

スのナノ構造や単結晶薄膜の成膜技術 3,4,5 を組み合わせ、

水分解光電極を高機能化しようと考えたのが共同研究を始

めるきっかけになりました。 

 

図 1 ナノテクノロジープラットフォーム秀れた 6 大成

果最優秀賞の賞状 

 

特に受賞した研究では水分解光電極の効率を向上するた

めにナノサイズの金属ピラー(直径約 5nm)を酸化物半導

体内部に埋め込んだ新しいナノコンポジット結晶をデザイ

ンし、かつ簡便な手法で作製することに成功しました 5,6。

Ir 金属と SrTiO3 の界面にはショットキー接合が形成し、

光励起されたホール電子対をホールと電子に分離する層と

して機能します。3 次元的な電荷分離層が光触媒薄膜の中

に無数に分散することで、非常に高い水分解効率を得るこ

とができました。量子収率を測定してみたところ、

400nm から 600nm の広い可視光領域で 80%を超える内

部量子収率(試料の吸収した光がどれだけ効率よく水分解

反応に関与したかを示す指標)が達成されていることがわ

かりました。今後の研究では、材料選択によって、より高

い効率を示す水分解光電極が作製できるものと期待してい

ます。 
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